
 

 



 

 



 

- 1 - 

第５５回大月市生涯学習推進大会 実施要項 

１. 大会テーマ 【見つめよう！地域の力 ～粋な心で豊かな暮しをパートⅡ～】 

 

２．大会趣旨 

小さなことでも何かを始めてみたり、学んでみたり、活動したりすることが生涯学習の始まり

であり、その実践や学んだことを生かすことで心の充実感や豊かな暮しへと繋がっていき、それ

が活力のある大月市を創りあげていくことになります。 

本大会では、地域の活動団体の事例発表、また、将来を担っていく学生の研究発表を通して、

地域住民が世代間で繋がり、お互いに刺激を受け、活力を得て、いつまでも心豊かに暮らすこと

を目指し大会趣旨とします。 

 

３．主  催 大月市教育委員会・大月市社会教育委員会・大月市公民館連絡協議会 

 

４．日  時 平成２９年３月５日（日）午後１時３０分 開会 

 

５．会  場 大月市中央公民館（市民会館）大ホール 

 

６．シンポジウム（第１部：パネリスト発表 第２部：会場との対話「意見・情報交換」等） 

生涯学習の実践と成果の活用、学習に踏み出すための情報の提供や交換から生涯学習への意欲

を高める。 

○コーディネーター 

   大月市立大月短期大学准教授  塙 武郎 氏 

○パネリスト 

・佐藤 実 氏（西山扇山部分林管理委員会） 

・志村 勝巳 氏（梁川体育会） 

  ・和田 佳乃 氏（大月短大生・塙ゼミ）  

 

７．その他 

・展示等  社会教育関係団体の紹介及び出店（１階 ロビー） 

各地区公民館・各社会教育団体の実施事業写真展（１階 ギャラリー） 

        中央公民館利用団体作品展（２階 市民ギャラリー） 

  ・アトラクション  合唱（桂川グリーカジカ） 

 

８．時間設定  出  店          １２：００～ 

受付・開場         １２：４５～ 

アトラクション       １３：１０～１３：２５ 

開会行事          １３：３０～１４：００ 

シンポジウム        １４：００～１５：５５ 

閉  会               ～１６：００ 
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第 55回大月市生涯学習推進大会 シンポジウム記録 

■ 趣旨説明 【大月市社会教育委員 安藤 睦美】 

ここで、シンポジウムの開始に先立ちまして、

大会の経緯と趣旨について、簡単にご説明いたし

ます。 

はじめに経緯についてでございますが、今大会

は５回に渡る社会教育委員の会議において、大会

テーマや内容を決めて参りました。会議では、各

委員から提案された大会内容案を関連する課題

ごとにまとめ、それぞれの提案について、社会教

育との結び付きを考えながら検討を重ね、今大会

のテーマ「見つめよう！地域の力」～粋な心で豊

かな暮しをパートⅡ～及び内容が決定いたしました。 

続いて、大会趣旨についてでございますが、お手元のプログラムに記載してありますとお

り小さなことでも何かを始めてみたり、学んでみたり、活動したりすることが生涯学習の始

まりであり、その実践や学んだことを生かすことで心の充実感や豊かな暮しへと繋がってい

き、それが活力のある大月市を創りあげていくことになります。 

本大会では、地域の活動団体の事例発表、また、将来を担っていく学生の研究発表を通し

て、地域住民が世代間で繋がり、お互いに刺激を受け、活力を得て、いつまでも心豊かに暮

らすことを目指し大会趣旨といたします。 

■ シンポジウム開始 

【塙コーディネーター】 

皆さん、こんにちは。大月市立大月短期大学

准教授の塙と申します。本日はコーディネータ

ーを務めさせていただきます。シンポジウムの

進め方についてご説明いたします。シンポジウ

ムは１部と２部に分かれておりまして、１部は

パネリスト３名で各１７分ほどの発表になり

ます。時間で言うと１時間ほどで１５時ぐらい

までです。２部は１部プレゼンを踏まえてのパ

ネル討論、会場との対話、質疑応答になります。

ステージ上の４人でディスカッションを行い

ます。そして、その後、会場との対話、意見交

換、情報交換等を行う予定ですので、皆さん感

想ですとかご意見、提言などをいただければと

思います。最後が１５時５５分と約２時間と長

くなりますが、お付き合いいただきたいと思い

ます。一緒に大月市の明日を考えていきたいと

思っております。 

第55回 大月市生涯学習推進大会
平成29年 3月 5日 於）大月市民会館

第１部 パネリスト発表 （3名、各17分）

14：00～15:00

第２部 パネル討論、会場との対話

15：00～15：55

シンポジウムの進め方

「見つめよう！地域の力」
～粋な心で豊かな暮らしをⅡ～

今年のテーマ

パネル報告（3名）では、
①森林資源
②スポーツ振興
③世代間交流
の各視点から、大月市の未来、
自分に関わるまちづくりの問題と
して考え、報告します。
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私が言うのも何なんですが、昨年好評だったということで同様のテーマにパートⅡで、「見

つめよう！地域の力」～粋な心で豊かな暮しをパートⅡ～になります。パネル報告は今回も

３名の方にパネリストを依頼して、一人目の佐藤さんには森林資源の観点から、二人目の志

村さんにはスポーツ振興の観点から、三人目の和田さんには世代間交流の観点から報告して

もらいます。大月市の未来に関わる自分に関わる町づくりの問題として考えていただきたい

と思います。 

我々今まで、三回の勉強会を行ってきました。

市の職員の方や中村社会教育委員会会長さんに

も加わっていただきました。私自身も勉強して

まいりました。 

それでは早速、報告に入っていきたいと思い

ます。まず、佐藤実さんです。西山扇山部分林

管理委員会の副委員長をなさっています。「森林

を活用し、元気な大月に」ということで富浜町

にある扇山での活動報告になります。それでは、

よろしくお願いいたします。 
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■ 第１部 パネリスト発表 
 

【パネリスト 佐藤 実 氏（西山扇山部分林管理委員会）】 

それでは発表させていただきます。富浜公民館の推

薦を受けまして、今日この場で発表させていただきま

す。扇山管理委員会の佐藤実と申します。よろしくお

願いします。扇山も改革して 20年、森林の整備、活性

化のイベントなど着実に実績を残してきています。鳥

沢駅のトイレも今夏に出来ることになりました。この

発表は丁度良い機会です。私たちは、さらに山、森林

の活用について市内はもとより外にも発信していきた

いと思っています。私たちの開くイベントにみなさん

が参加していただくことが、大月の森林を理解し、元

気を取り戻す第一歩です。 

最初は、扇山を南側から撮った写真です。矢印がだ

いぶ、ずれてしまっていますけれども簡単な位置だけ

説明いたします。扇山はこういうふうにどてっとした

山になっています。高さは 1,138メートル、左にウェ

ルネスパークがあります。それで真ん中に大月カント

リー、右の方にエコビレッジがあります。談合坂イン

ターと書いてありますが、ここは談合坂サービスエリ

アになります。近い将来、ここはスマートインターが

できると聞いています。私たちはこの山全体を管理し

ていて、登山道がこういう風にあって東側にもこうあ

って、今日お話しをする水汲み場があって、山椒の里

を作りました。ツツジ群生地が二つありまして、そし

てこの山を利用して山のマラソン、トレイルランをや

っていますよ、ということです。この談合坂のスマー

トインターができますと必然的にお客さんがここで降

りて、扇山に降りてくる、そして大月に向かう。上野

原に向かうより大月に向かうほうが多いんです。です

から、このスマートインターができれば必ず大月の活

性化に繋がると思います。そうしますと、この山谷か

ら国道にかけてですね、この入口を改善する必要があ

ると思います。 

次に私たちの団体を紹介したいと思います。富浜町

に大体 1,200戸の家がありまして、そのうちの 1,100

戸が扇山管理委員会の会員です。それで土地は県有地

ですね、県有地の入会権を主張している団体です。予

算規模は管理費、補助金、協力金ということで 350万

円程度。面積は 300ヘクタール、扇山の南面と西面を

森林を活用し元気な大月に

富浜町扇山管理委員会の事例

扇山、扇山管理委員会とは
•鳥沢駅北側に位置する山（1138ｍ）

ウエルネス
パーク

つつじ群
生地1 つつじ群

生地2

山椒の里

水汲み場

大月カン
トリー

エコビ
レッジ

談合坂
インター

山頂

私たちの団体（組織、財源、管理面積）

•富浜町住民世帯のほとんどが会員（管理費）１１００世帯

•県有地の入会権主張団体（部分林契約） 7：3

•予算規模は約３５０万円程度

•管理対象面積３００ｈａ（扇山の南面、西面）

•管理棟（約40畳、４０人程度利用可） 倉庫2、事務所（富浜支所内）
キャタピラー（材木搬出車両） ﾁｪｰﾝｿｰ１０台、刈払機１０台、ヘル
メット３５、パソコン１台

•役員６名、委員３０名

•広報年２回発行、見なし法人（国税処理）

扇山管理委員会の事業 ①造林
人工林の間伐、松くい虫被害地の植林全て対応、今年が最後の植林

•扇山管理委員会の理念

「地元の自然は地元が守る」

行動の基本は「汗をかき、知恵を出す、現場でけが人を出さない」

•①造林事業 植林、下刈、枝打ち、間伐、搬出、作業道の整備、

山頂稜線の草刈、測量、申請、交渉

これまでの２０年間で一切の事故を起こしていない

・どんな経験や能力が期待されるか

初心者：働くことが好き、山登りが好き、自然の中にいることが好き

指導者：大木の伐倒、チェーンソー、刈払機の使用経験

奥が深く、危険を予測し、その場で指摘する資質が要求される

造林事業 伐採、搬出 植林、下刈、枝打ち 測量
５０年の丸太１本市場で１０００円、
3ヶ月で商品となるスイカ1個と同じ
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合わせて 300ヘクタールということです。設備は管理棟、

約 40人が入れます。そして、倉庫が 2つ、事務所が富

浜出張所の一部を借りています。材木搬出用のキャタピ

ラー、チェーンソー10台、刈払機 10台、ヘルメット 35

個、パソコン 1台。それから、役員 6人、委員は各地区

から出た 30人で成っている組織です。広報は年 2回発

行して、国税処理している団体です。 

事業についてですが、造林事業とイベント事業で 8

割になります。この造林事業がメインになります。自慢

できることはですね、今まで 20年間、人工林の間伐に

手を入れています。松くい虫の被害地をすべて植林して

いて、今年が最後の植林になります。20年前に改革を

してビジョンを作りまして、「地元の自然は地元が守る」

という理念でやっています。行動の基本は「汗をかき、

知恵を出す、現場でけが人を出さない」、田舎ですから

一生懸命働いて頭も使おうと、そして、現場で事故を起

こさないと、事故を起こしたら私たちの団体は消滅して

しまうと、こういうつもりでやってきています。そして、

造林の仕事には、木を切ったり、木を植えたり、草刈り

をしたり、登山道の整備をしたり色々ありますけれども、

細かい説明は時間がありませんので省きます。今まで

20年間一切事故を起こしていないことが自慢できるこ

とです。どんな人が向いているかというと、簡単にいう

と山が好きで働くことが好きであれば入ることができ

ると思いますけれども、4,5年経験してもらえれば充分

指導者になれると思います。ただ、注意していただきた

いのは、2年目くらいで慣れてきたくらいが危ない時期

です。 

次のこの四つの写真ですが、右上の写真、5ヘクター

ルくらいの広さの間伐を進めていて、扇山の林道へ持ち

出したところの写真です。ここにも書いてありますよう

に、1本 1,000円です。この実態はいかに林業を経営す

るのが大変かわかりますよね。これをベースに間伐材の

バイオマス発電への燃料はどうかを考えてもらえれば

と思います。あとの写真は女性が参加した草刈り、町の

人が出た草刈り、自前でやっている測量です。 

次はイベント事業になります。多くの人に森林に関心

を持ってもらうための事業を行っています。草刈りや枝

打ち。登山は高尾山に多くの登山者がおりますよね、そ

の人たちを扇山に呼びこもうと。そして、つつじ群生地、

山椒の里の整備。これは女性が葉っぱを摘むという参加

扇山管理委員会の事業 ②イベント
多くの人に参加してもらい山への関心を高める

• イベント事業

植林、下草刈、枝打ち

扇山登山、つつじ群生地散策、山椒の里（葉、実の摘み取り）

植林地、つつじ群生地、山椒の里の整備作業

学校林、木工教室（小学校）指導、

トレイルラン支援、キャリア教育支援
どうすれば参加可能か

募集をします、有料のイベントもあり（富浜は回覧）、大月市は広報に載せます

登山等はメールで連絡する団体もあります

イベント事例 ①つつじ群生地
花のある山を作る

自生のつつじ約3０００株

２０年前に人力で散策道を入れる

現在２ヶ所整備

女性も参加し易いイベント

イベント事例 ②山椒の里
自生の山椒が沢山群生これを活かす 「西は京都の鞍馬山、東は大月扇山
山椒の葉、実とも欲しい人多い
時期に沢山摘み冷凍保存
山椒の 評判

お祭りの日山椒の 山谷地区で復活
扇山が120個無償提供、好評。継続する

扇山材の無償提供 神社等改修
山谷地区 魔王堂 鳥沢地区 福地八幡神社 入り口階段材、床補修材
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しやすい事業です。そして、学校での指導、トレイルラン

支援。このようなイベントは大月市役所の産業観光課で広

報に掲載してもらいます。富浜の人には回覧で回ります。 

次はツツジ群生地です。二か所あります。それで中央登

山道の右側に 2,000本くらいあります。小高い山を四つ登

っていくと、8合目に出ます。 

次は山椒の里です。管理棟の近くの杉林を整備し、自

生の山椒の木がたくさんあります。若葉も摘み取って帰れ

ます。7合目付近には群生した山椒の木、3時間くらいで

2山取ってきました。湯がき冷凍保存や地域のイベントに

無償提供し、宣伝しています。 

次の写真は山椒のおにぎりをお祭りの時に 120個無償

提供しています。次の写真は扇山材の無償提供です。福地

八幡神社などの改修のための材木を提供しています。私た

ちが地域のために行っています。 

次の写真は鳥沢の福地八幡祭りの神輿です。この神輿

の担ぎ棒も扇山で提供したものです。横に写っているのが

鬼島委員長です。 

次は学校の木工教室です。扇山の材木を使って、地元

鳥沢小学校で木工教室を年 3回、学校林の草刈り指導、扇

山登山の支援を行っています。私たちは地元の子どもたち

をたくましくしよう、を目標に指導しています。例えば草

刈りの時、鎌をピカピカに研いでもらったりしています。

もちろん安全面に注意してやっています。次の絵はアカデ

ミックな話で山梨県からもらった資料ですが、人が息をす

るには 23本の木が必要ですよ、現代の人が文化的な生活

をする、普通に家に住んで、電気を使って、車に乗ってと

いう生活をするには 460本、0.5ヘクタールの木が必要で

すよ、という絵です。0.5ヘクタールはだいたい鳥沢小の

運動場くらいの大きさになります。計算すると扇山の木で

鳥沢の家は約 600戸しかまかなえません。ですので、扇山

の下側にある民有林の整備も必要になってきます。次は扇

山の登山です。先ほども言いましたとおり、高尾山の登山

者を扇山、大月へ呼び込もうということです。次は桃太郎

伝説トレイルラン支援です。扇山の東側登山道はキャタピ

ラーが登れるようになっているので、飲料、トイレなどを

山頂に運ぶことができます。都留から上野原まで山頂にキ

ャタピラーで荷物を運べるのは扇山だけになります。鳥沢

小の扇山登山の時にも持ち上げます。次は水源の維持です。

これは、ウェルネスパークに上がっていく所に出ている水

汲み場です。あと、女性が参加する枝打ちです。充分に山

の仕事も女性ができる、ということを体験してもらう。女

現在の生活をするにはどの程度の森林が必要か

鳥沢福地八幡祭り神輿担ぎ（委員長と）

④扇山登山（新緑とつつじ、紅葉、富士山絶景）
登山道、山頂、稜線整備された山
年間登山客 約２万人（扇山管理委員会推定）
東京に近く、初心者向きの山
（混雑の高尾山の登山者を呼び込める）

桃太郎伝説トレイルラン支援
•全国から５００名参加 ３年目 扇山山頂

• イベント会社（スポーツエイド・ジャパン）主催 大月市後援

•扇山は大月活性化の為全面支援

•飲料、トイレ、キャタピラーで山頂へ

地元学校支援 ③木工教室 学校林下草刈 扇山登山

• 扇山の材木の利用

• 子供達を逞しくする

• 頭を使って考える

• 時間内に完結する

• 危険を予測する

• 鎌は研ぎ切れる道具
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性が参加するイベントにはトイレが必須になってきます。

便座式の簡易トイレを設置して配慮しています。次は行政

との話し合いです。右側は石井市長との写真です。私たち

は、自主財源で山に道を入れて、行政のいろいろなイベン

トにも協力しているわけですから、私たちの要求もしてい

くわけです。具体的な話を少ししますが、山梨県とどんな

交渉をするかというと、山頂から富士山が見にくいという

登山者からの要望がありますと、山頂のからまつを二本切

らなければならない。富士東部林務環境事務所に相談に行

きます。でも、山梨県のルールだとそれはできないと。ど

うすればできるんですかと聞くと、扇山さん、買い取って

くださいと、所有権の割合が県が 3で私たちが 7ですから、

入札をするんです。なかなか県有林ですから難しいんです

よ。次は課題になります。私が 72歳です。扇山の役員の

みんなが 70歳代が中心です。ですから次を担う 60歳代の

人をぜひとも 5年以内に育てたいと思っております。あと、

神社の修復に使う木の製材をするというお話をしたんで

すけど、初狩まるたの製材所がつぶれちゃっています。今、

大月市はバイオマスの工場を進めているが、それより製材

所が一つくらいないことには、森林の活用ということはで

きません。それから、次に広葉樹の活用を考えていきたい

と思います。それから今は、簡易式のトイレを運んでいま

すが、固定式のトイレを山頂に作りたいと思っております。

それから、たくさんのつつじ群生地がありますが、冬の温

暖化、春先の寒さ、つまり冬が暖かくて芽が出てしまい春

の寒さで凍結するということが起きています。私たちは、

地球温暖化をひしひしと感じています。だから、森林を守るというのことは私たちからすると国宝と同じ、

国を守ると同じことだと思っています。ですから、県がもっと森林にお金をつぎ込まなければいけないの

ではないかと思っています。以上です。 

 

行政との折衝 山梨県、大月市
山梨県で山の総合活用のモデルに扇山がなると県、市もやることがある、森林団体が衰退の時、山梨県
では一番活発な団体、交渉事は担当から積み上げ書面で要請、着地なき交渉はない、
扇山が事業を展開する上で鳥沢駅のトイレは絶対必要

課題など

•次を担う人材の開拓必須（公民館、消防団、神輿支援、ＰＴＡ支援し
ているが）、イベント参加、現場作業に参加までに至ってない

現役世代は危険、きつい、汚い仕事には関心がないのか！

•初狩まるたの製材所も無くなった、雪折れ丸太を有効に使いたい

木質チップ工場より製材所が優先する

•広葉樹（楢、椚）の活用（炭、薪、椎茸材、鰹節燻製材等）

•山頂に固定トイレは水源の水質維持の為必ず作る（便袋方式）

• つつじ群生地 冬の温暖化で春先の寒さで花芽凍結

地球の温暖化は進行している、国土を守るつもりの取り組みが必須

⑤除伐・枝打ち 水源の維持
• 扇山の水汲み場

• 女性も参加の枝打ち

• 便座式の簡易トイレ作業現場に設置（参加女性へ配慮）
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【塙コーディネーター】 

佐藤さん、ありがとうございました。力説で

わかりやすかったと思います。森林資源の多面

的、総合的な評価をされたように、私自身は考

えました。ちょっと時間が押してますので、確

認程度ですけど、最後の課題の所で書かれてい

た人材の確保というのは非常に重要で、かつ深

刻であるということだったと思いますけれども、

後のディスカッションの議論に上がるかもしれ

ませんけど、森林の経済的な価値が下がってき

て衰退の原因となり生業としてなかなか難しいところがあるということでしょうかね。その

へんが壁になっているんでしょうかね。 

 

【パネリスト佐藤 氏】 

やはり、お金になると人は集まりますよね。そ

こが基本的な原因になると思いますけれども、今、

仕事を持っている人は忙しいですよね。それで、

これから山にいろいろ関心を持ってもらうには

女性が参加してもらったり、それで山椒の里なん

かをやっているわけですけど、女性が山に関心を

持ってもらえれば、男性もきっとそれについてく

るんではないかとそんなつもりでいます。 

 

【塙コーディネーター】 

なるほど。ありがとうございました。この後のディスカッションの材料になると思います。 

 

 

【塙コーディネーター】 

次のパネリストに移らさせていただきます。それでは続きまして、志村勝巳さんです。大

月市体育協会の梁川体育会の会長さんをされていらっしゃいます。先ほど 12 年間ご活躍され

ているということでした。スポーツを通しての地域活性化ということでプレゼンテーション

よろしくお願い致します。 
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【パネリスト 志村 勝巳 氏（梁川体育会）】 

  

只今、紹介して頂きました、志村勝巳と申します。現在、梁川体育会の会長として活動をしています。本

日、パネリストとして発表できることを大変光栄に思います、また深く感謝しています。誠に有難うござい

ます。 

今日は、スポーツで汗をかく喜び、コミュニケーションの大切さ、地域の活性化について発表いたします。 

はじめに、スポーツとはどんな意味なのでしょうか？ 

日本では「スポーツ＝体育」と考える人も多いようです。しかし、これは大きな間違いだそうです。では、

スポーツはどんな意味なのでしょうか？スポーツの語源、元の言葉はラテン語でデポラターレと言い、後に

スポーツと変わっていきました。スポーツは日常生活の労働から離れた自由な遊びの時空間、つまり、余暇、

レジャー、祭り、遊びといった意味のようです。スポーツや体育をやる上で、役立つこんな名言や言葉があ

りますので紹介します。山本五十六大将の有名な言葉は皆さんご存知と思いますが、やって見せて、聞かせ

て、やらせて見せて、褒めてやらねば人は動かずという言葉がありますが、今日は他の名言を紹介します。

プロゴルファーの青木功さんは「盗んでも学んだものは忘れる事はないが、一方的に教わったものはすぐ忘

れてしまう」競馬の騎手、武豊さんは「努力とか、根性とかより、欲です」と言っています。そして、ドロ

シー・ロー・ノルトさんの魔法の言葉は非常に大人も役立つ言葉だと思います。 

スポーツを通しての地域活性化

大月市体育協会

梁川体育会

スポーツとは？？

スポーツ 体育＝×

・元の言葉は、ラテン語で「デポラターレ」

・日常生活の労働から離れた自由な遊びの
時空間
＝余暇、レジャー、祭り、遊びなど

スポーツ プロゴルファー 青木 功 氏

競馬騎手 武 豊 氏

「盗んでも学んだものは忘れるこ
とはないが、一方的に教わったも
のはすぐ忘れてしまう」

「努力とか、根性とかより、欲です
と言っています」

ドロシー・ロー・ノルト 氏

・とげとげした家庭に育つと子どもは、乱暴になる

・ほめてあげれば、子どもは、明るい子に育つ

・認めてあげれば、子どもは自分を好きになる

・見つめてあげれば、子どもは頑張りやになる

・和気あいあいとした家庭に育てばこの世の中は
いい所と思えるようになる

①グランドゴルフ
第１１回ジュニアグランドゴルフ発祥地大会
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「とげとげした家庭に育つと子どもは乱暴になる」 

「褒めてあげれば、子どもは明るい子に育つ」 

「認めてあげれば、子どもは自分を好きになる」 

「見つめてあげれば、子どもは頑張り屋になる」 

「和気あいあいとした家庭で育てばこの世の中いい所思

えるようになる」 

このような言葉を考えながらいつもやっています。これか

ら、私たちの活動について、ご紹介したいと思います。 

まず、グランドゴルフについてですが、第 11回ジュニア

グランドゴルフ発祥地大会、山梨県予選大会（山梨県知事杯）

が昨年 5月に開催され、梁川町から見事 2名の小学生、小学

6年生の志村美奈さん、3年生の佐々木蒼くんが 6人の選抜

に選ばれました。そして、8月 6日に鳥取県のグランドゴル

フふる里公園、潮風の丘とまりにおいて全国大会が行われ、

山梨から 3人 1組で 2組の代表選手が出場しました。富士山

チーム、北岳チームは素晴らしい戦いぶりでなんと準優勝、

三位を独占、2人の入った北岳チームは準優勝いたしました。

優勝は地元鳥取のチームでした。なんと皆さん、今写真に出

ていた子たちが山梨県のグランドゴルフ協会主催のポスタ

ーになりました。5月 14日に開催されますので、ぜひみなさ

んもお子さんやお孫さんと一緒に参加してはいかがでしょ

うか？ 

7月 25日には子ども花火大会を開催いたしました。現在、

梁川には 24人の小学生がおりますが、地域のご厚意で盛大

に開催できました。この花火大会には子どもから高齢者の方

など参加していただき、楽しいひとときでした。これからも

長く続けたいと思います。 

レクレーション活動ですが全国的に人気のある種目は 1

位がウォーキング、散歩、2 位が体操、ヨガ、ストレッチ、

エアロビクス、ピラティス、3 位が筋力トレーニングなどが

挙げられます。 

昨年の 9 月に発足したレクレーションサークルは誰でも

どんなスポーツでも気軽にできるサークルです。ソフトバ

レー、バトミントン、卓球、など種目も少しづつ増やした

いと思います。何よりこのサークルは情報の共有化、ライ

ンやＳＮＳなどを活用し、身近な出来事の情報交換などコ

ミュニケーションや人と人とのふれあいが出来る事が素晴

らしと思います。 

毎年 1 月 2 日は梁川新春マラソンを実施しています。こ

のマラソンは第 46 回を数え、多くの町内外の方が参加して

います。この名物は魔の地獄坂があり苦戦しています。そ

してファミリー3 キロは親子でゴールします。最後は抽選会

グランドゴルフ全国大会予選会

②花火大会

③レクレーション活動

○現在行っているスポーツ

１位：

２位：

３位：
４位：ジョギング・ランニング
５位：ゴルフ
６位：水泳・アクアビクス・水中ウォーク
７位：サイクリング

ウォーキング・散歩

体操・ヨガ・ストレッチ・エアロビクス・
ピラティス

筋力トレーニング
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をしますが、人気ナンバー１です。ぜひ、来年は皆さん参加

して見たらいかがでしょうか。 

こんな小さな町でも、みんなの力を合わせれば、何事も出

来ると実感しました。みんなのやる気を、上手く引き出し地

域の活性化や町おこしに貢献出来れば幸いです。 

次に私の生きがいや趣味について紹介します。私が心がけ

ている事は、人に迷惑をかけない事、自分の時間を持つ事、

物事や趣味に没頭する事、ストレスを溜めない事などです。 

まもなく東日本大震災があった日が近づいていますが、近

い将来、必ず地震が来ると言われております。ある先生は百

パーセント来ると言っています。私の趣味は地震雲の写真を

撮る事です。山梨の空にもこんな地震雲が見られます。梁川

上空です。笛吹市の上空です。石和町です。吉祥寺上空です。 

次は大月行燈の会からのお知らせです。大月の活性化や世

間に猿橋をもっと知ってもらいたいとの願いで天野先生や伊

藤さん方が行燈を一生懸命作っておられます。行燈の中に平

家の落人伝説とありましたが、梁川町には小松神社に平重盛

の尊骨が祀られている伝説があります。平清盛の長男です。

本日二階のギャラリーで開催しておりますので、是非ご覧に

なって頂きたいとのことでした。 

私たちのふるさとです、いつも見慣れている景色や風景が

こうしてみるとこんなに綺麗に見えます。もしかしたら、私

たちの宝物かもしれません。もう一度見つめなおして見ませ

んか。こんな素晴らしい所に住んでいるのですね。 

終わりに皆さん是非、運動で汗をかいて、色々な方とコミ

ュケーションや趣味を楽しんで、健康で長生きで素晴らしい

人生をおくりましょう。 

ご静聴ありがとうございました。 

③レクレーション活動

④梁川新春マラソン

私の生きがいや趣味

人に迷惑をかけない事

自分の時間を持つ事

物事や趣味に没頭する事

ストレスを溜めない事

梁川町

大月(あんどん）の会

私たちのふるさと・もしかしたら
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【塙コーディネーター】 

志村さん、ありがとうございました。たい

へん汗と切磋琢磨するスポーツというパワー

をよくご承知されてる志村さんの説得力があ

るプレゼンテーションだったなあと思います。

私は北海道出身ですのでスキーをしていて国

体も出ているんですけど、相当やっていたん

です。スポーツのパワーというか潜在力、集

中力が個人種目であり、団体種目であり大変

重要だということを学生たちに言っています。

スポーツ選手っていうのは繰り返し反復練習

をして出来るようになるっていうことを経験

上、知っているんですね。私はこれを勉強に活かせると思うんです。活かすべきだと思うん

です。よくスポーツと勉強を分けて両立、だと言いますけれども私はあれはおかしいと思っ

ていて、もう一つなんだと思っています。志村さんの報告は、これを町づくりに活かすとい

う話だったと思います。これは後で議論に出ると思いますけれども、スポーツというのは開

放性というんですかね、いろんな人を集めて 3 人 1 チームでしたっけ、小学生のチームです

ね。いい意味で町に開放性というかですね、そういうものをもたらすというか、勝負を争う

という重要性は、地域にいいエネルギーを与えるんじゃないかなと思っているんですけど。

志村さんはどうみてらっしゃるのか、お願いします。 

 

【パネリスト志村 氏】 

 人間誰でも悔しいという思い、気持ちが強い

ですね。負けたくない気持ちがあります。その

負けたくないという気持ちをうまくスポーツ

の方に活かしていけばいいんですけど、変な方

ではなくていい方に向けてもらえればいいな

あと思います。 

 

【塙コーディネーター】 

 なるほど、ありがとうございます。私は指

導教授に「塙、お前はバカだなあ」とよく言われたもんです。でも、バカという言葉は大学

の中の世界では常用なんです。逆に褒めてもらっていると言われています。今、思えば先生

に認めてもらったんだなあと思います。負けて嬉しいという人はいないと思うんですよね。

地域には重要な、必要な視点だと思います。私は浅い経験ながら思っています。それでは、

お待たせしました。次の三人目、和田さんに移りたいと思います。大月短大の学生でありま

すけれども、和田佳乃さんです。長寿社会を豊かにする世代間交流と大学の役割ということ

で報告お願いします。 
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【パネリスト 和田 佳乃氏（大月短大・塙ゼミ）】 

 大月市で暮らす皆様、こんにちは。只今ご紹介に預かりま

した、大月短期大学塙ゼミに所属しております、経済学科 1 年

の和田佳乃と申します。本日私からは若者の目線でここ大月市

がいかなる手法でいつまでも心豊かに暮らせる高齢社会にアプ

ローチすればよいのかという議論について「長寿社会を豊かに

する世代間交流と大学の役割」をテーマに報告させていただき

ます。 

さて、本大会でパネリストをさせていただくことが決まって

から、「生涯学習」とは何か、またそれが一つの町にもたらす効

果について勉強しました。その勉強を通して、この大月市には

何が必要であり、その何かを得たときどのような変化を遂げる

のか、今回の報告の主題を見つけました。高齢化と人口減少に

直面する大月市に活気を取り戻すには、「若者」の存在が必要不

可欠である。その若者が主導して「世代間交流」の場を積極的

に生み出すことが重要である。この報告の目的は、ここ大月市

が「大月短期大学」という高等教育機関を中枢に位置付けた「世

代間交流」を重視したまちづくりを進めるべく、ヒアリング調

査の結果を踏まえ、具体的に提言することにあります。また報

告の意義は、大月市は「大月短期大学」を擁するにも関わらず

短大生と地域住民との交流は乏しいという現状を把握し、大月

市での「世代間交流」の可能性を探るためにも塙ゼミの学生自

らの足で大学周辺の 100 世帯を対象にヒアリング調査を実施し

たことにあります。 

それでは、報告の目的と意義を踏まえて「超高齢社会」の真

っただ中にある日本、そして大月市の基礎データを見ていきま

す。 

こちらの表をご覧ください。これは全国、山梨県、並びに大

月市の、総人口、高齢者人口、そして高齢化率を示しています。

赤丸で括られた大月市の数値に注目しますと、高齢化率は

35.2％であり、全国平均、県平均ともに大きく上回っているこ

とが読み取れます。こちらには書いてありませんがこの 35.2％

という数値は、高齢化率 21％以上と定義される「超高齢社会」

の基準を約 14％上回っています。 

しかしこのような数値に対して国や地方は、人口が減ること

によって明るい未来を迎えられないといった考えに偏りすぎて

いる現状を否めません。東京大学名誉教授である吉川洋先生は

著書の中でこのような考え方を「人口減少ペシミズム」と呼ん

でいます。「ペシミズム」というのは「悲観主義」と邦訳されま

す。そこで人口減少や高齢化といった目に見え易い数値や問題

に捉われることなく、活力あるまちづくりを実現する考え方と

長寿社会を豊かにする
世代間交流と大学の役割

大月市立 大月短期大学 経済科 1年

塙ゼミ 和田佳乃

1

報告の目的、意義
（目 的）

高齢化と人口減少に直面する大月市に活気を取り戻すには、
「若者」の存在が必要不可欠である。その若者が主導して「世代
間交流」の場を積極的に生み出すことが重要である。

大月市は、「大月短期大学」という高等教育機関を中枢に位置づ
けた「世代間交流」を重視したまちづくりを進めるべく、ヒアリング
調査の結果を踏まえ、具体的に提言することである。

（意 義）

大月市は大月短期大学を擁するが、短大生と地域住民との交流
は乏しい。この現状を把握し、「世代間交流」の可能性を探るた
めにも、塙ゼミの学生自らの足で大学周辺の100世帯を対象にヒ
アリング調査を実施した。

2

１．「超高齢社会」日本、そして大月

3

大月市の高い「高齢化率」

総人口
（万人）

高齢者¹⁾
人口（万人）

高齢化率
（％）

全国 12,711 3,392 26.7

山梨県 84.6 2.4 28.2

大月市 2.6 0.91 35.2

4

1）高齢者…６５歳以上の人口を指す

※全国…平成27年10月1日現在 総務省「人口推計」より
※山梨県、大月市…平成２８年４月１日現在

山梨県「平成28年度高齢者福祉基礎調査概要」より

_______________________

「世代間交流」である。
5

●国や地方は、過度な「人口減少ペシミズム
（悲観主義）」に陥っている現状がある。

●そこで、人口減少や高齢化率といった外形
標準的な数値や問題にとらわれることなく、
活力あるまちづくりを実現する考え方として
見直すべきものがある。



 

- 16 - 

して見直すべきものがあります。その見直すべきものとは、この

報告の一番のキーワードとなる「世代間交流」です。それがこち

らです。 

「世代間交流」の必要性について最新の内閣府高齢者白書は

次のように指摘しています。およそ 6 割の高齢者が若い世代との

交流を希望しているにも関わらず、現状では世代間交流の機会が

乏しいためその設置を望む高齢者が多いと言及しています。そこ

でその「世代間交流」の中心となるのが「若者世代」です。「若

者世代」を中心とする理由は、心豊かに暮らせる長寿社会は、若

者世代つまり労働力によるサポート体制が絶対に必要である、言

い換えれば若者世代と高齢者の共生、すなわち「世代間交流」は

中長期的な発展成長を可能にするということです。こうした「世

代間交流」を手段としたまちづくりは国が先立って「日本版

CCRC 構想」で提示しています。この構想の意義は高齢者の希

望の実現、地方への人の流れの推進、東京圏の高齢化問題の対応

の 3 点とされています。このような日本版 CCRC 構想を前提と

し、先進的なまちづくり政策プランを掲げているのが神奈川県茅

ケ崎市です。 

こちらの画面をご覧ください。これは茅ケ崎市が平成 27 年に

示した「いつまでも心豊かに暮らせる長寿社会」の考え方です。

いくつかのイメージが挙げられておりますが、例えば左上にあり

ます「セカンドライフのプラットフォーム」、これは高齢期にお

ける社会参加の仕組みづくりの事です。さらに真ん中にあります

「コミュニティ食堂など、多世代交流の場」は「世代間交流」の

機会設置の重要さを言及したものであると考えられます。しかし

このような先進事例である茅ケ崎市にもまちづくり再編を行う

上で足りないものがあります。実はその「足りないもの」という

のは、ここ大月市にはあります。大学です。 

私は大月市のアドバンテージは「大月短期大学」にあり、そ

こに通う学生という若者世代が大月市のまちづくりにおいての

世代間交流の中枢になると考えます。そこで実際に大月市での世

代間交流を手法としたまちづくりは可能なのか、またそれを行う

上でどのような地域課題が存在するのかを探るために塙ゼミの

学生でヒアリング調査を行いました。 

こちらが実際のヒアリング調査の様子です。左上は塙ゼミ一年

生の学生です。その隣と左下の写真は調査結果を大学に持ち帰り

集計と考察を行っているところです。右下の写真は地域の方に調

査をしているところです。この写真に写っていらっしゃるのは、

本日あちらにいらっしゃいます、大月公民館長の加納先生です。

加納先生には私たちのヒアリング調査の実施に大変なご協力を

いただきました。ありがとうございました。また、調査に協力し

てくださった大月市の皆様、この場をお借りしてお礼をさせてい

・その「世代間交流」の中心となるのが「若者世代」である。
・心豊かに暮らせる長寿社会は、若者世代（労働力）による
サポート体制が絶対必要となる。
・つまり、若者世代と高齢者との共生（＝世代間交流）は、
地域経済の中長期的な成長発展を可能にする。

6

豊かな長寿社会を支える「世代間交流」

「世代間交流」の必要性について
『内閣府高齢者白書』（平成28年度）は、

・約6割の高齢者が若い世代との交流を希望。
・世代間交流の機会の場が不十分。

と言及している。

〈日本版CCRC構想〉
①高齢者の希望の実現 ②地方へのひとの流れの推進
③東京圏の高齢化問題への対応

「いつまでも心豊かに暮らせる長寿社会」の考え方

長寿社会の
イメージワークショップ

ライフステージに応じ
た住み替えの仕組み

高齢者の能力を生かし
た放課後の学びの場

住み慣れた地域で住まい続ける在宅医療

コミュニティ食堂など多世代交流の場

健康増進と虚弱化予防
のための事業

セカンドライフのプラットフォーム
（高齢期における社会参加の仕組みづくり）

（事例） 神奈川県茅ケ崎市
「豊かな長寿社会に向けたまちづくり基本方針」平成２７年2月

7

２．大月市の強み大月短期大学
を活かした「世代間交流」

8

9

10

ヒアリング調査 （概要）

１．実 施 日 平成29年2月7日（火）、8日（水）、9日（木）

２．対象地区 御太刀1丁目・2丁目
大月1丁目・2丁目・3丁目
花咲、駒橋1丁目・２丁目、強瀬

３．標 本 数 102世帯（全て一戸建住宅）

４．方 法 個別訪問（設問10への回答）
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ただきます。皆様から頂いた「生の声」というのが私たち学生の

一番の勉強になります。ありがとうございました。 

それではヒアリング調査の概要を簡単に説明いたします。実施

日は 2 月 7 日から 9 日の 3 日連続。調査の対象地区は大月短期大

学の周辺地区である御太刀 1 丁目・2 丁目、大月 1 丁目・2 丁目・

3 丁目、 花咲、駒橋 1 丁目・２丁目、強瀬。標本はすべて一戸建

て住宅に限定した 102 世帯。調査は塙ゼミ生が事前に作成した 10

の設問を個別訪問の形でお願いしました。このヒアリング調査を

踏まえて、次のような結果が得られました。 

まず調査結果①家族構成についてです。こちらのグラフをご覧

ください。「一人暮らし」は全体の 15.2％、また「二人暮らし」は

全体の 44.6％でした。グラフの下にも書いてありますが、「一人暮

らし」と回答されたうち 92.9%が独居の高齢者、また「二人暮ら

し」と回答されたうち 82.9％が高齢者夫婦でした。この結果から

調査対象地区では、「一人暮らし」、「二人暮らし」世帯共に高齢化

が著しいことが判明しました。 

次に調査結果②余暇の過ごし方の現状についてです。趣味や家

事をして「自宅の中」で過ごすと回答されたのは全体の 48.3％、

通院、散歩、買物などで「自宅の外」と回答されたのは 51.7%で

あり、自宅内、自宅外の数値に大差はありませんでした。一方で

調査結果③、同じく余暇の過ごし方ですが、こちらは現状に対し

て希望の調査です。希望でもなお自宅内で過ごしたいと回答され

たのは全体の 8.6％、自宅外での活動を希望するのは 54.8％、「特

になし」と回答されたのは 36.6％でした。ここで現状から希望で

「自宅の中」の数値の大幅な減少が見られます。ただし「自宅の

外」の数値にほとんど変化は見られず、代わりに希望では「特に

なし」が目立つことに注目しなければなりません。「特になし」と

いうのは現状の生活への満足、あるいは体が不自由であるという

ご意見であり、この結果も大月市の高齢化の現状を浮き彫りにし

ていると言えます。 

続いて調査結果④大月市民と大月短大生との交流の現状につい

て、この調査は今回報告する資料のなかで特に注目すべきもので

す。大月短大の学生との挨拶を含む交流経験の有無を尋ねたとこ

ろ、「交流したことがない」と回答されたのが全体の 72％でした。

ここで確認しておきたいのがこのヒアリング調査を大学周辺の地

区に限定して行ったという事実です。大学周辺地区で調査を行っ

たのにも関わらずおよそ 7 割の方が短大生と交流したことがない

という調査結果は、現状での地域住民と短大生の交流が乏しいこ

とを明確にしています。 

最後は調査結果⑤大月市の「世代間交流」の拠点、「コミュニテ

ィ・スペース」への関心についてです。こちらも調査結果④と同

様、報告の要となるデータです。大月短大の学生との交流機会を

11

調査結果① 家族構成について

・「一人暮らし」は全体の15.2％であり、内訳は92.9%が独居の
高齢者であった。

・「二人暮らし」は全体の44.6％であり、内訳は82.9％が高齢者
夫婦であった。

調査対象者数：
92件（無回答なし）

12

調査結果②
余暇の過ごし方（現状）

調査結果③
余暇の過ごし方（希望）

（現状に満足、
体が不自由など）

（通院、散歩、
買物など）

・「自宅の中」と「自宅の外」
の割合に大きな差はない。

・「自宅の中」での活動を望む
割合が大きく減少。
・「特になし」の割合の大きさ
が目立つ。

13

調査対象者数：１００件
（無回答なし）

調査結果④ 大月市民と大月短大生との交流（現状）

現状：地域住民と大月短大の学生の交流は乏しい。

現在、大月短期大学の学生とあいさつ等を含め交流
したことがありますか。

14

調査結果⑤
大月市の「世代間交流」の拠点

：「コミュニティ・スペース」への関心（希望）

調査対象数：102件
（無回答を含む）

「コミュニティ・スペース」とは
・地域に溶け込んで多世代と協働し、高齢者の役割を「支え手」とする場所のこと。
・大月市民に「街歩きカルチャー」を持ってもらう。

３．結論と提言

15
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設置した場合の参加希望を調査した結果、「参加したい」と答えて

くださったのが全体の 65.7％でした。先ほど調査結果④では約 7 割

の方が短大生との交流経験がないと回答されていました。にも関わ

らず 6 割強の方が短大生との交流を望んでいるという結果は、ここ

大月市での「世代間交流」を手段としたまちづくりの可能性を示し

ていると考えても良いのではないでしょうか。私はこれを地域住民

と短大生双方にとってのチャンスであると考えています。なお「コ

ミュニティ・スペース」とは地域に溶け込んで多世代と協働し、高

齢者の役割を「支え手」とする場としての役割を果たします。また、

大月市民に「街歩きカルチャー」を持ってもらい、市内での回遊性

すなわちモビリティを創出する拠点になると考えられます。つまり、

「コミュニティ・スペース」を目的に広い世代の市民に自宅を出て

街を歩く習慣を持ってもらう。そこで行われる「世代間交流」にお

いて、高齢者は受け身ではなく積極的に活動を行い、全世代の「支

え手」になってもらう。それが「生きがい」や「喜び」を感じる「心

豊かな生活」につながっていくと考えられます。また、「コミュニ

ティ・スペース」はただ集まる場所ではなく、何らかの経済活動を

伴うことでその持続可能性が保障される、と考えられます。 

それではヒアリング調査の結果を踏まえ、結論と提言をさせてい

ただきます。 

まず結論は次の 3 点です。1 つ目、いつまでも心豊かに暮らせる

まちづくりには若者世代の存在が必要である。2 つ目、 持続可能で

豊かな「世代間交流」の機会は長寿社会「大月市」を豊かにするま

ちづくり再編への一助となる。3 つ目、市民主体の「世代間交流」

は街に中心性と回遊性を生み出す。長寿社会であっても地域経済に

多様かつ積極的な消費を生み出すと期待される。 

 続いて 3 点の提言をさせていただきます。1 つ目、大月短期大学

の学生はもちろん大月市民でもあります。そのことから積極的に「世代間交流」を生み出す主体となると

同時に、若者目線から社会的課題解決のアイデアをもっと発信したらどうか。2 つ目、その社会的課題解

決の具体的な提案です。社会実験として大学近隣に気軽に足を運べる「カフェ」等の「コミュニティ・ス

ペース」を設置したらどうか。さらに通常営業のほか、小中学生、大学生、そして市民の皆様が参画でき

るイベント等の開催も面白い。3 つ目、その「コミュニティ・スペース」が一時的または一過性のものと

ならないよう学生は市民の声に耳を傾け、持続可能で日常的な「世代間交流」の礎を築く。大月短大は「高

等教育機関」であり、教員、学生共に大月市の地域課題を特に経済面から学術的にアプローチすることが

できます。このような地域資源を活かさない訳にはいかないのです。 

 以上が私のヒアリング調査の結果を基にした、短大生を中枢に据えた「世代間交流」を手段とした大月

市でのまちづくりの考え方の報告でした。 

 ご清聴、ありがとうございました。 

 

 

 

 

１ いつまでも心豊かに暮らせるまちづくりには若者世
代の存在が必要である。

２ 持続可能で豊かな「世代間交流」の機会は長寿社会
「大月市」を豊かにするまちづくり再編への一助とな
る。

３ 市民主体の「世代間交流」は街に中心性と回遊性を
生み出す。長寿社会であっても地域経済に多様かつ
積極的な消費を生み出すと期待される。

16

（結論）

17

（提言）
１ 大月短期大学の学生は大月市民でもあることから、

積極的に「世代間交流」を生み出す主体となると同
時に、若者目線から社会的課題解決のアイデアを
もっと発信したらどうか。

２ 具体的には、社会実験として大学近隣に気軽に足
を運べる「カフェ」等の「コミュニティ・スペース」を設
置したらどうか。通常営業のほか、小中学生、大学
生、そして市民が参画するイベント等の開催も面白
い。

３ その「コミュニティ・スペース」が一時的または一過
性のものとならないよう学生は市民の声に耳を傾
け、持続可能で日常的な「世代間交流」の礎を築く。

18

ご清聴、ありがとうございました。
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【塙コーディネーター】 

和田さんありがとうございました。この場を

借りて私からもヒアリング調査にご協力くだ

さった方々にお礼申し上げたいと思います。和

田さん本人からもあったように生の声、エビデ

ンスという難しい言葉で言いますと、根拠です

ね、証拠ですね、それなくして学問研究できな

いんですね。逆にエビデンスがあれば、積極的

なことができるわけです。そこは学生にも普段

教えていますし、和田さんも理解してくれてい

ただいたと思います。私の試みで学生のこうい

ったみなさんの前に起ったことがないということなので、こういう場で少しでも役に立てば

と思っております。後でまた議論しますけど、ワンポイント聞くと、ヒアリング調査、かな

りご苦労されたかと思いますけど、余暇の過ごし方は現状と希望が乖離していましたよね、

何でそういうことがおきるのか、どうみてますか。 

 

【パネリスト和田 氏】 

 まず、調査結果②と③の余暇の過ごし方の

現状と希望のところですが、自宅内で活動を

望む割合の少なさと特になしの割合の大きさ

が目立ちました。特になしというのは、報告

の中でも述べましたが、現状の生活に満足し

ている、あるいは、体が不自由で外に出る希

望もないということでした。その中でやはり

高齢化というのが一番おおきな乖離の原因な

のかと考えます。 

 

【塙コーディネーター】 

わかりました。いろいろ見えてきたものもありますし、また、これからディスカッション

していこうと思います。以上 3 名の個別の報告は終わりました。引き続き、パネルディスカ

ッションに入っていきたいと思います。
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■ 第２部 ディスカッション、会場との対話 

 

【塙コーディネーター】 

 私から 2 問ほど簡単ではないんですけど、

質問をしたいと思います。一つ目の質問は、

個人を地域社会に参加させるカギ（これまで

の工夫）は何ですか。ところがそれほど難し

いことではないと思うんですよ。まあ、みな

さんはレジェンドですから、いろいろ工夫さ

れていることを佐藤さん、志村さん、和田さ

んの順に答えていただきたいと思います。佐

藤さんからお願いします。 

 

【パネリスト 佐藤 氏】 

 ご近所とか小さな社会ではお茶飲みとか酒飲みとかこういうのが一番お互い話もできるし、

そういうことをたくさんやっていただきたいと思っていますけれども。少し広く考えると例

えば、富浜町ではみんなが積極的に参加できるものとして富浜公民館がやっている町民運動

会、これはすごいです。こういう運動会をさらに充実させ盛大にやるとか。福地八幡の富浜

のお祭り、こういう行事を盛大にやっていくという、人があんまりいないからといって止め

てはだめです、継続しないと。 

 

【塙コーディネーター】 

 継続は力なり、ということなんですけど、盛大にというのはやり方を少しづつ変えていく

とういうことでもあるし、一方でいたずらに変えずにそれを維持していくということもあり

ます。私も地域をいろいろ調査するんですけど古いものと新しいものがいい意味で混在して

いくことが大事で、佐藤さんが言う盛大にというのは例えばどういうことを意味するのか。

いろいろあると思いますけど一つだけ教えてください。 

 

【パネリスト 佐藤 氏】 

 運動会でも変えていく必要があると思うんですよね。やはり、若い人が少なくなってきて

いる。ただ、若い人が少なくなってきているからって若い人向けのものばっかりでもね。和

田さんから先ほど発表があったように世代間交流、地域から出た人に地域の運動会に参加し

てもらうという方法があると思います。 

 

【塙コーディネーター】 

 ぜひ、うちの学生もそういう企画に参加させてもらうということをこの場でお約束いただ

きたいと。住民をどのように地域に参加させるか、地域社会に人が埋もれてしまうところか

ら、地域のスポーツの観点でいうとどう見てらっしゃるのか、志村さんいかがですか。 

 

【パネリスト 志村 氏】 

人間は楽な方がいいですよね。川の流れは楽な方に行きますが、形も曲がっているよりあ
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る程度真っ直ぐになった方が流れます。です

から人をいろいろ参加させるには、足を運ん

でお願いしたり、いつの間にか一緒になって

やっているという形をもってやっていくとい

うこと、その前に色々こうした方がいいんじ

ゃないかとか、ああした方がいいんじゃない

かとか思案して考えて、それから決まったら

曲げなくて進むと、いうふうな事が大切だな

と思います。 

 

【塙コーディネーター】 

 下から湧き上がる草の根的にいろんな意味合いが多様化するんですけど、それをまとめ上

げて個人を重視するとどこか意見が多様化しますからね、どこかで中役をつけないといけな

いジレンマというか大きな壁というか、課題もあるんですけど、ある程度、下の意見を聞い

ていく土壌も大事だと思います。そして、個人を地域社会に参加させるということになるん

です。 

 

【パネリスト 志村 氏】 

 そうですね。やはり反対もあります。賛成という方もいます。いいことだとわかっていて

も反対する方がいますので、それをうまく話を合わせながら、いろいろな意見を聞きながら

いい方向へもっていくということです。 

 

【塙コーディネーター】 

 なるほど。ありがとうございます。和田さんはどうですか。難しいかもしれないですけど、

個人を学生に置き換えてもいいですしね。 

 

【パネリスト 和田 氏】 

 私は学生を地域に参加させるという点と、あと普通に地域住民の方を参加していただくカ

ギを二つ考えたんですけど、まず学生は現実味を帯びてしまっていて、やはり学生は見返り

が必要だと思います。例えば、かがり火祭りや軽トラ市に多くの学生が参加していますが、

我々はそこで単位をもらっています。もちろん単位でなくても、例えば佐藤さんの扇山での

トレイルランへの参加ですね。アウトドアやスポーツ好きの学生ならば、進んで機会があれ

ば参加すると思います。そのトレイルランをして自身の体力向上という見返りを得たり、経

験という見返りを得たりすることができます。そういった面で俗な言葉になりますが、見返

りというのは絶対に必要かなと考えています。あと、地域住民の方では気軽さ簡単さ、あと

は話題との幅広さというのが必要になると考えています。まず気楽さと簡単さですが、やは

り地域のイベントでなくても地域に参加するというのは少なからず壁というものが立ちはだ

かってくると考えています。例えば、体が悪くて自宅を出られないという一つの壁ですし、

普段から地域の交流がないから私なんかが行っていいのかなという壁もあります。そんな壁

を気楽に乗り越えられる気軽さ簡単さが地域への参加を高めるかなと考えています。あと、

幅広さですが話題が人それぞれですので、趣味を多く持っていたり全然持っていなかったり

する人がいると思うんですけど、どんな人でも参加できるという体制が必要だと考えていま
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す。 

 

【塙コーディネーター】 

 はい、ありがとうございました。まだまだご意見あると思いますが、次の質問二番に行き

たいと思います。二番はですね、昨年も同じ質問させていただいたんですけど、具体的に大

月市のまちづくりや活性化に今、何が必要ですかということ。ご自身の立場や経験、失敗等

からもっとこうすれば大月は活性化するのに、などの意見や提言を具体的にお願いします。

逆にこれを突破できれば大月はもっとよくなると、具体的にこうだ、というのを佐藤さんか

らお願いします。 

 

【パネリスト 佐藤 氏】 

 私は個人、大月市民はもっと行政に主張すべきだと思っています。みなさん、大変おとな

しい。こうやったらいいという主張をすべきだと私は思っています。それからもうひとつ、

先ほどから扇山の活用ということで話をしましたけれども、やはり大月には山が 80％くらい

山林があるんですね。これをうまく活用してそれで賑わいをもたらすというのは、あるもの

を活かすということです。高尾山にいっぱい取られていますが、あれを扇山に呼び込みます

と次にまた登る山を大月市の中で探してもらう、そういうことをやっていったらどうかなと。

ただ、私が見てましてそれをやるにあたって私たち扇山管理委員会は入会権で人材も設備も

それから山梨県との関係もありますけども、それで他の大月市の山というのは上の方は県有

林なんですね。ですから県有林と民有林が一体になったようなそういう山の管理を何か考え

ていかなければならないと思っています。ですから一山を管理するということにならないと

道を入れるにしても、邪魔になる木を切るにしても大変なんです。私は山梨県に主張してい

ますよ。そういう形にならないと登山の山、人を呼び込む山にするにはそういうことを考え

なければならないと思います。 

 

【塙コーディネーター】 

 ありがとうございます。志村さんいかがですが。今何が必要か。 

 

【パネリスト 志村 氏】 

大月市には優秀な方が多いです。例えば料理人に例えると素晴らしい板前さんがいる。食

材は猿橋があります。岩殿山があります。矢立の杉があります。深城があって、梁川には平

家の隠れ里があります。食材があって料理人がいる、だけど、まな板、包丁がないんです。

大月市にまな板と包丁、調理室を準備していただければもっと活性化になります。 

 

【塙コーディネーター】 

 なるほど、和田さんはいかがですか。 

 

【パネリスト 和田 氏】 

 くどいようですが、私からは世代間交流が必要だともう一度押します。日常的に行われる

世代間交流は社会の中で自分は大きな役割を持っているという意識を高齢の方に持っていた

だきます。つまり生きがいを持ってもらうということです。そういったソフト面に生涯学習

的な面だけではなく、やはり報告の中で申し上げたようにどうしても若者によるサポート体
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制というのが必要となってきます。日常での活発な世代間交流は非日常、災害時であったり

そんな時でも日常的な活発な世代間交流が行われているということは、非日常でも活発な体

制が整われているということで、大月市は廃れていないんだなということになります。やは

り町を明るくするためには、日常的な世代間交流が必要になるということだけは述べたいで

す。 

 

【塙コーディネーター】 

 まあ、交渉的なモビリティですね。やっぱり積極的に出していく必要がある、積極的な仕

掛けが地域には必要である。そこは人が作っていかなければならないですね。待っていても

出来上がらないということです。まだまだもう一周したいくらいですが、時間も押していま

すので、ここからは、会場との意見交換ということにしていきたいと思います。会場のみな

さん、どうぞ自由闊達なご意見、よろしくお願いいたします。冒頭に所属団体等あれば所属

団体、地区名をおっしゃっていただいて、どなたに質問したいか明確にお願い致します。ど

なたかいかがでしょうか。 

 

【質問者 A 女性】 

 大月市保健活動推進委員会の会員であり、富浜地区から今日、出席いたしました。大月短

大の学生さんにお聞きしたいと思います。私たちは食生活改善委員会の役目も持っています

けれども、今年は十八歳から四十歳までの若い世代に減塩活動をしておりますが、周りがみ

んな高齢化していまして、若い世代に減塩の呼びかけができなくて今日、出席して学生さん

の声を聞いて、ぜひ、お料理教室だとか減塩のお話だとか呼びかけていけたらいいなと思い

ますけれど、なかなか学業が大変で私たち年寄が歩っていくっていうのが、とても難しいん

じゃないかなと昨年くらいから考えておりましたけれど、今日、出席して学生さんの声を聞

けてとても嬉しく思いました。 

 

【塙コーディネーター】 

 ありがとうございます。質問というか確認ですね。何かリプライはあればどうぞ。 

 

【パネリスト 和田 氏】 

 減塩というのは、塩を減らすということですか。 

 

【質問者 A 女性】 

 はい、塩分を少なくしておいしく食べるという料理方法なんですけれども、ちょうど今の

若い人たちに減塩していただくと歳を取って生活習慣病にかかりづらいという、山梨県の方

から今年度、私たちに提言をよびかけてくださいということなので、どこへ言ったらいいか

と思いましたけれども、ちょうどいい機会なので言わせてもらいました。 

  

【塙コーディネーター】 

 どうですか。 

 

【パネリスト 和田 氏】 

 はい、ありがとうございます。お料理教室なんかは学生、女の子は特に行きたがると思い
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ます。何か知らせとかを私たちの方から学校に提示すれば何人来ますかね？いっぱい来ます

よね？ 

 

【塙コーディネーター】 

 僕に聞いてる？ 

 

【パネリスト 和田 氏】 

 はい。やっぱり、一人暮らしの学生が多いですから女の子たちはお料理教室、絶対参加し

ます。 

 

【塙コーディネーター】 

 それより健康寿命の関係、医療費の問題いろいろありますからね。そういったところを若

い世代、大月短大の学生さんたちにそこから医療教育を展開する対象として何か意見できた

らいいかなと思います。すみません、僕がまとめちゃいましたけれど。他はいかがでしょう

か、年一回の推進大会ですので。 

 

【質問者 B 男性】 

 大月短大塙ゼミ所属しています。花咲地区から出

席させていただきました。志村さんに質問させてい

ただきます。スポーツを通じて地域活性化を目指す

ということですけど、スポーツが苦手という方もい

らっしゃると思います。そのような方に対してはど

のようなやり方をお考えでしょうか。 

 

【パネリスト 志村 氏】 

 スポーツが基本的に苦手という方はいます。運動

神経が少し鈍いなという方もいます。しかしながら、その中で遊びと兼ねたスポーツという

のを混ぜても上手い人が下手な人を見下す癖があるんですね。そういう時は指導者がうまく

チーム分けをするといったことを考えながらやっていけば、伸びる子は伸びます。伸びない

子はある程度、段階を経て伸びると思います。 

 

【塙コーディネーター】 

 ありがとうございます。他にありますか。2 階になりますがいらっしゃいますね。 

 

【質問者 C 女性】 

 久々に生涯学習推進大会に出席したんですけど、学生さんが大月の活性化ということで地

域の方にアンケートをとったりしていることをとても嬉しく思います。私たちも大月短大の

学生さんたちは大月市民の大切な財産だと思っています。400 名以上の学生さんがこの町に

若さを持ってきてもらっている中で、先ほど和田さんもおっしゃっていましたが、かがり火

祭りとか軽トラ市とかいろんなイベントで活躍なさっている。そのことをどれだけ市民が知

っているかなと思いました。それと、佐藤さんに扇山の維持管理をなさっている報告をお聞

きしましたが、確かに大月は自然がいっぱい、だけど美しい自然でなければならない、扇山
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に続く岩殿山や百蔵山などの維持管理はどのように思っていますか、どのようにお考えです

か。扇山で手いっぱいでしょうか。 

 

【塙コーディネーター】 

 それでは和田さんから行きましょう。 

 

【パネリスト 和田 氏】 

ありがとうございました。ヒアリング調査を通して、このような大月短大への市民のみな

さまの意識というのは、という質問をしてきました。その中で、佐藤茂幸という先生が短大

にいらっしゃるんですけど、その先生のゼミの中での笹一酒造のつきたんというお酒は結構

知ってらっしゃる方が多くて、大月短大の学生との交流が今ありますかという質問もしたん

ですけど「あるじゃん、あるじゃん、つきたんやってるじゃんねえ」と答えてくださったり

しています。しかし、活動とちょっと離れますが大月短大が 12 月に学園祭を開いているんで

すけど、そこにはなかなか市民の方がそれには壁があって入っていけないとおっしゃってい

ました。大学側が開放性を求められる物にも関わらず、大月短大は閉鎖性の方が強くて、も

っと市民に開いていかなければならない、というのは感じています。 

 

【塙コーディネーター】 

 佐藤さん、いかがですか。 

 

【パネリスト 佐藤 氏】 

 すみません。耳が遠くてちょっと聞こえなくて。（質問者が 2 階からでしたので） 

 

【塙コーディネーター】 

 扇山に続いて岩殿山、百蔵山などの次なる展開はどうお考えですか。扇山で精一杯なのか

どうか。 

 

【パネリスト 佐藤 氏】 

 扇山で精一杯とういうか、先ほどの報告で説明いたしましたけれども、私たちも扇山の入

会権を富浜の会員で維持しているという話をしたと思います。それで、他の大月市の山をや

るのには、ひとつにはね、それを推進するぶれないリーダーが 2,3 人が必要だと思います。

私が主張しているのは、上の方は山梨県の県有林ですからこの県有林と民有林を一体とした

山の管理を山梨県に言っています。全部がそういう風にできないまでも扇山以外の一つの山

でもいいから県有林と一体となって県有林は山梨県の税金をたくさん使っているわけです。

ですから、県有林と民有林が一体となって、そこの地域で本当にぶれないリーダーがやって

いけば、そこはうまく活用できると思います。 

 

【塙コーディネーター】 

 よろしいですか。はい、ありがとうございます。それではですね、最後に新しい試みです

が、直筆でフリップにキーワードをこれだけは言いたい、みたいなことを書いてもらってか

ざしてもらいます。30 秒ほどで書いてもらって、いろいろ情報をいただいたわけですけども、

最後にキーワードをお願いします。それでは、一斉に出してください。それでは、佐藤さん
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から 10 秒くらいで、「山の活用は扇山が一番」、はい、お願いします。その心は…。 

 

【パネリスト 佐藤 氏】 

 一番って言っているのは整備が一番ということではなくて、私たちは山梨県の行政の事も

よくわかっています。扇山は人材も設備も揃っています。そういう面で一番です。それで大

月市でというよりも山梨県でもこれだけ山を活用しているという団体は扇山が一番です。こ

んな風に思っています。 

 

【塙コーディネーター】 

 ありがとうございます。志村さん、お願いします。 

 

【パネリスト 志村 氏】 

 「やる気ホルモンの分泌」です。人間、ホルモンというのが出るんですね。その中におそ

らくやる気を出すホルモンがあるんじゃないかという気がします。それをたくさん分泌して

活性化に役立てて、リーダーなってやってもらいたいなと思っています。 

 

【塙コーディネーター】 

 ありがとうございます。和田さん、お願いします。 

 

【パネリスト 和田 氏】 

私からは「街歩き」です。報告の中では街歩きカルチャーという言葉で紹介しましたが、

個人が簡単に評価することでこれに越したことはありません。花粉症の方、今日は大変です

が、自宅から一歩外に出て大月市を歩いてみてください。大月の街が変わります、交流が生

まれます。以上です。 

 

【塙コーディネーター】 

 ありがとうございます。 
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★ まとめ                 

【塙コーディネーター】               

私の方でまとめを述べて終了したいと思います。5 分

ほどいただきたいと思います。「レジリエンス」で地

域を再生する、レジリエンスは英語です。物理学、防

災学で使用される学術用語で復元力、再生力と邦訳さ

れます。変形した後にまた元に戻る力です。こんにゃ

くみたいなものです。元に戻りますよね。人間、地域、

経済も固有のレジリエンスを持っていると言われて

います。日本の最高権威は京都大学です。京大の防災

研究所っていう所がありますが、そこの先生がいらっ

しゃいますが、地域経済のレジリエンスの観点からの

研究として、京大は東大を凌ぐくらいの研究実績を持

っています。そういった言葉のご紹介ですけれども、

自らの力で復元、再生するという町づくりが可能だと、

彼らは可能だと言っています。その一つの手がかりと

して地域活動の参加率ということでこれも聞き慣れ

ない数字とは思いますけれど、日本は結論から言いま

すと、低いです。これは OECD 加盟の先進国の比較

なんですね。地域活動の参加率というのはどういう定

義かといいますと、何かしらのコミュニティ活動の団

体、組織に所属している割合のことです。スウェーデ

ンはかなり高いですね。高い国ほど、地域に社会的ネ

ットワークの広がりがあり、フォーマルな支援だけで

はなく、インフォーマルな、要するに非公式な支え合

いも確保されやすい傾向があるとわかっています。こ

の表だけだと、なんだ日本の悪口だけかと言われそう

ですから、もう少し、突っ込んでみようと思います。次ですが、この地域活動の参加率を縦

軸にとります。横軸には合計特殊出生率です。この合計特殊出生率の相関関係を私は研究し

ました。そうすると、先ほどの 96%で高かったスウェーデンなど確実に右肩あがりのグラフ

に相関関係があると思われます。つまり、地域活動の参加率、扇山管理委員会、スポーツ、

世代間交流すべて縦軸の話です。これが高ければ高いほど、合計特殊出生率、それから、女

性の就労率も上がります。就労率も合計特殊出生率も刺激することがわかっております。こ

れ、確実に右肩上がりになっています。地域活動の参加率というのは、人口を維持するとい

う、一つの大きな要素だということがわかってきています。ただ単に生涯学習ということだ

けでなくて、やはり一定の地域を、コミュニティを維持するという、これは、やっぱり経済

的人口なんですね。これなくして前には進めないです。その合計特殊出生率に何が影響を占

めるか。地域活動参加率、これが非常に重要だということがわかっています。そこで、次な

んですが、レジリエンスが「内包」されているという話なんですね。そう簡単ではないとい

う話なんです。大月市はレジリエンスを発揮して、まちづくりを進めてしていこうという時

にはですね、「まちづくり」という言葉がヒントになってきます。英語では community 

development といいます。この development という単語が大事なんですね。de と velop で音

「地域活動の参加率」が低い日本

「地域活動の参加率」 ・・・何かしらのコミュニティ活動の団体・組織
に所属している割合のこと。参加率が高い国ほど、地域に社会的ネッ
トワークの広がりがあり、フォーマルな支援だけではなく、インフォーマ
ルな支え合いも確保されやすい傾向あり。
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「レジリエンス」で地域を再生する

【レジリエンス】 （resilience）

物理学、防災学で使用される学
術用語で「復元力、再生力」と邦
訳される。

人間、地域、経済も固有のレジリ
エンスを有しており、自らの力で
復元・再生・まちづくりを可能に。
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節で分かれますが、英語が得意な方は分かると思いま

すが、de というのは逆という意味。velop というのは

包みこむという意味なんですね。包みこまれているこ

とを de するわけですから、開発するということにな

ります。大月市で内包されているレジリエンスは何で

あり、それをどう発揮していくか、森林資源開発ある

いは活用なのか、スポーツ振興なのか、世代間交流な

のか、その発見と行動が生涯学習に非常に求められて

いる。それは先般的な要因なんですね、大月市にとっ

て大きなチャレンジであり、包まれているものを de す

る、という話が非常に重要になると思います。待って

いたらダメなんです。人口減も待っていたらダメなん

です。自分達で地域活動の参加率等を上げて、そこか

ら中心性と回遊性などを持たせたり、あるいは、参加

したら面白いって、学生には呼吸の幅と言っています

が、大月市の呼吸幅ってどれくらいなんでしょうか。

それが人を呼び込めるパワーにもなるし、逆もあるか

もしれません。もう少し広めていく、せっかく 400 人

も学生がいるわけですし、他府県から来ている学生も

いますし、大月短大の学生も少しは役に立てることもあるだろうし、そういった意味で

develop する、内発していく、内発するといったことが大事だと思います。 

最後、まとめになるような話ではございませんでしたけど、三人のパネリストの方々に盛

大な拍手をしていただきたいて終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 

 

大月市に内包される、

レジリエンスは何であり、

それをどう発揮していくか？

その発見と行動が、
「生涯学習」に求められる

大きなチャレンジ。

大月市がレジリエンスを発揮して
まちづくりを進めるには？

「まちづくり （地域開発） 」
＝ community development

“de-velop”（内発）しないと、
レジリエンスは発見できない

レジリエンスは「内包」されている
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第第 5555回回大大月月市市生生涯涯学学習習推推進進大大会会  
〈 ア ン ケ ー ト 用 紙 〉 

お忙しいところ、ご参加くださいましてありがとうございます。 
今後の参考とさせていただきたいと思いますので、以下の問いにお答え下さい。 

 

◎ あなたご自身について教えてください。 

 

男性・女性 （ １０歳代～２０歳代 ３０歳代～４０歳代 ５０歳代～６０歳代 ７０歳以上 ） 

 

１）  ご職業はどれに当てはまりますか？ 

  ア．自営業 イ．勤め（全日）ウ．勤め（パート・臨時）エ．学生  

オ．専業主婦 カ．無職 キ．その他（                   ） 

 

２） 今回の大会を何で知りましたか？ 

ア．チラシ イ．知人･友人からの案内 ウ．市広報 エ．学校からの案内 

オ．公民館からの案内 カ．所属団体からの案内 キ．その他（        ） 

 

Ⅰ 大会に参加した動機について教えてください。 

① 発表内容に関心があるから 

  ② 取り組んでいる課題に直接的に役立ちそうだから 

  ③ 仕事や地域活動の参考になる情報が得られそうだから 

  ④ 生涯学習全般に興味があるから 

  ⑤ コーディネーター・パネリストに関心があるから 

  ⑥ 公民館や学校等から案内があったから 

 ⑦ その他（                            ） 

  

Ⅱ 全体構成や日時設定などはいかがでしたか？【該当するものに○印】 

① ちょうど良かった      ② 開会行事が長すぎる 

  ③ シンポジウムが短すぎる   ④ シンポジウムが長すぎる 

⑤ その他（                            ） 

  

Ⅲ 今回のシンポジウムは、全体としていかがでしたか？【該当するものに○印】 

① とてもよかった   ②よかった   ③どちらともいえない   ④不満だった   ⑤とても不満だった 

  上記を選んだ理由：                            

 

 

●ご自由にお書き下さい。（感想又は、今後の大会で採りあげてもらいたい課題等） 

  

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
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【市民会館１階　大ホール】

アトラクション　  合唱：桂川グリーカジカ

　　　　開会　　　　　主催者あいさつ　　　励ましのことば　　　　　来賓祝辞

【開会式】

（中村 社教委会長）　 （小泉教育長）  　　　（石井市長）　　　　（小林副議長）

シンポジウム「見つめよう！地域の力」～粋な心で豊かな暮しをパートⅡ～

第 5５回大月市生涯学習推進大会の様子 



 

 

３人のパネリストコーディネーター　塙　先生

西山扇山部分林管理委員会　　佐藤　様

梁川体育会　　志村　様

パネリストや会場との対話

（加納 公連会長）

大月短大1年生・塙ゼミ　和田　様閉会式 会場との対話

 

 

 

 

 

 



 

 

大月大豆倶楽部さんの納豆販売

公民館や社会教育施設の活動展示

笹子町林業研究会さんの木工品販売

【１階ロビー】

【1階展示室】

めばえ福祉作業所さんの焼き菓子販売
 



 

 

 



 

 

 


